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高レベル放射性廃棄物処分における環境負荷低減について，地層処分，MA 分離，高速炉炉心特性に着目し

た分野横断的な比較評価を行う研究を進めている．環境負荷評価を基にした MA 分離プロセス簡素化の可能

性について検討した結果を報告する． 
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1. 緒言 

高レベル廃液の放射性毒性低減化と減容化を目指した分離変換技術の研究において MA は重要な対象核種

である．原子力機構では，MA を高レベル廃液(HLW)から分離する溶媒抽出プロセスの研究を進めてきた．処

理に伴う二次廃棄物の発生と，水相中への有機試薬の添加を抑制した新たな溶媒抽出プロセス「SELECT プ

ロセス」を開発し，実廃液からの MA の分離を達成した[1,2]．これまでの開発では，長期的な放射性毒性の推

移を基にした目標値を設定し，分離プロセスフローを設計してきた．本研究では，廃棄物処分における環境

負荷評価を基にして改めて目標値を設定することによって，MA 分離プロセスの簡素化の可能性を検討した． 

2. MA分離プロセスの簡素化 

 「SELECT プロセス」の各分離ステップで採用している抽出剤とブロックフローを図 1 に示した[3]．MA の

分離回収は「Step3」から「Step5」までの工程である．特に「Step4」の MA/RE 相互分離工程は，その分離の

困難さから，実用的な特性を有する抽出剤と多数の分離段を持つ抽出器によって分離を達成している．従来

の Am 回収率の目標値 99.9%を達成するためには，抽出器の分離段は 40 段必要である[2]ことがこれまでの実

験とシミュレーション解析から明らかとなっており，分離工程の大型化が課題となっている．一方，環境負

荷を基にした評価では，Am 回収率 70～90％において負荷低減化が可能であることが示されている[4]．本研

究では，プロセスシミュレーションコード PARC-MA[1,2]を用いて MA/RE 相互分離工程を解析し，工程の簡素

化と高速炉における核変換への供給可能性の検討に必要な製品 MA の組成を評価した．解析結果を表 1 に示

した．ケース 1 は文献[2]で示された分離段数 40 段で Am の回収率 99.9%以上の条件である．分離段数 10 段

で MA 90%分離，MA 純度 66%の製品を得ることができ，MA70%分離であれば MA 純度 50%の製品を 6 段で

得られることを明らかとし，大幅な簡素化の可能性を示すことができた． 
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